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『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
一
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
中
川
博
夫
は
じ
め
に
　
宗
尊
親
王
の
家
集
『
柳
葉
和
歌
集
』
に
つ
い
て
、「『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
一
）」（『
鶴
見
大
学
紀
要
』（
第
一
部　
日
本
語
・
日
本
文
学
編
）
五
七
、
令
二
・
三
）
と
「『
柳
葉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
二
）」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
二
四
、
令
二
・
三
）
に
於
い
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
影
印
版
）
を
底
本
に
し
て
全
歌
を
注
釈
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
構
成
や
所
収
歌
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。
一　
宗
尊
の
家
集
に
つ
い
て
　
宗
尊
親
王
の
現
存
家
集
（
含
定
数
歌
）
は
、
五
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
１
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
十
月
以
前
に
詠
作
の
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』、
２
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
十
二
月
九
日
の
真
観
撰
『
瓊
玉
和
歌
集
』、
３
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
～
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
の
五
年
間
の
詠
作
を
五
巻
に
収
め
る
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
帰
洛
以
前
に
自
撰
か
と
目
さ
れ
る
『
柳
葉
和
歌
集
』、
４
そ
の
文
永
三
年
七
月
を
挟
み
同
二
年
春
か
ら
同
四
年
十
月
頃
ま
で
の
詠
作
を
収
め
る
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
十
一
月
前
後
の
自
撰
と
思
し
い
『
中
書
王
御
詠
』、
５
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
の
帰
洛
以
後
か
ら
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
の
出
家
半
年
後
ま
で
の
詠
作
を
含
み
同
年
末
に
自
撰
と
見
ら
れ
る
『
竹
風
和
歌
抄
』
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
内
の
３
『
柳
葉
和
歌
集
』
を
対
象
と
し
た
も
の
で
二
あ
る
。
　
な
お
、
宗
尊
の
散
佚
家
集
に
つ
い
て
は
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
か
ら
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
ま
で
の
詠
作
を
修
撰
し
た
と
い
う
６
「
初
心
愚
草
」（
吾
妻
鏡
・
弘
長
三
年
七
月
二
十
九
日
条
）
と
、
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
―
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』
（
平
二
〇
・
七
、
角
川
学
芸
出
版
）
が
指
摘
し
た
、
７
「
春
草
集
」（
看
聞
日
記
・
永
享
八
年
八
月
二
十
八
、
二
十
九
日
条
）
と
８
「
秋
懐
集
」（
十
輪
院
内
府
記
・
文
明
十
五
年
九
月
二
十
六
日
条
）
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
室
町
中
期
ま
で
は
伝
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
し
、『
夫
木
和
歌
抄
』
に
は
「
御
集
」
と
集
付
け
す
る
宗
尊
詠
の
中
に
は
、
現
存
家
集
に
見
出
だ
し
得
な
い
歌
や
、
現
存
家
集
を
出
典
と
し
な
い
と
思
わ
れ
る
歌
が
相
当
数
存
し
て
い
て
、
別
種
の
家
集
の
存
在
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
尊
家
集
と
見
ら
れ
る
断
簡
両
種
、
次
の
９
と
10
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
９
伝
世
尊
寺
行
尹
筆　
Ａ
梅
沢
記
念
館
蔵
『
あ
け
ぼ
の
』
所
収
断
簡
（
三
首
。
内
一
首
『
瓊
玉
集
』
一
六
〇
）、
Ｂ
田
中
登
氏
蔵
断
簡
（
二
首
。
内
一
首
『
瓊
玉
集
』
四
一
五
）、
Ｃ
同
上
（
二
首
。
内
一
首
『
瓊
玉
集
』
四
〇
七
）、
Ｄ
春
日
井
市
道
風
記
念
館
蔵
断
簡
（
二
首
。
内
一
首
『
瓊
玉
集
』
三
七
〇
）、
Ｅ
出
光
美
術
館
蔵
『
墨
宝
』
所
収
断
簡
（
二
首
。
内
一
首
『
瓊
玉
集
』
二
七
九
〔
二
・
三
句
に
異
同
あ
り
〕）。
10
伝
伏
見
天
皇
筆　
Ｆ
五
島
美
術
館
蔵
『
筆
陣
毫
戦
』
所
収
断
簡
（
二
首
。
内
一
首
『
中
書
王
御
詠
』
二
二
五
）、
Ｇ
田
中
登
氏
蔵
断
簡
（
一
首
上
句
。『
中
書
王
御
詠
』
二
一
七
上
句
）、
Ｈ
『
中
島
家
所
蔵
手
鑑
』
所
収
断
簡
（
二
首
）、
Ｉ
徳
川
美
術
館
蔵
『
桃
江
』
所
収
断
簡
（
一
首
）、
Ｊ
佐
佐
木
信
綱
資
料
館
蔵
断
簡
（
一
首
）、
Ｋ
橘
樹
文
庫
蔵
断
簡
（
三
首
。
内
一
首
『
拾
遺
風
体
集
』
一
〇
〇
、
初
句
小
異
あ
り
、
作
者
「
藤
原
行
実
」）、
Ｌ
個
人
蔵
手
鑑
所
収
伝
後
伏
見
院
筆
断
簡
（
一
首
。『
中
書
王
御
詠
』
二
一
二
）、
Ｍ
同
上
伝
後
伏
見
院
筆
断
簡
（
二
首
）、
Ｎ
同
上
伝
後
二
条
院
筆
断
簡
（
一
首
）。
　
９
に
つ
い
て
は
、
田
中
登
の
口
頭
発
表
「
別
本
宗
尊
親
王
御
集
に
つ
い
て
」（
和
歌
文
学
会
大
会
、
昭
六
三
・
一
〇
・
一
六
、
於
日
本
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
三
大
学
）
と
こ
れ
を
成
稿
し
た
「
別
本
宗
尊
親
王
御
集
に
つ
い
て
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
五
八
、
平
元
・
四
。『
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
』
（
平
九
・
九
、
風
間
書
房
）「
散
佚
し
た
宗
尊
親
王
御
集
」
所
収
）
が
、
Ａ
～
Ｃ
を
紹
介
し
つ
つ
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
十
二
月
以
前
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
を
推
断
し
、
親
王
の
初
学
期
の
歌
を
収
め
る
「
初
心
愚
草
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
も
初
心
愚
草
そ
の
も
の
か
は
即
断
は
で
き
ず
検
討
の
余
地
が
あ
る
、
と
言
う
。
そ
の
後
、『
秋
の
特
別
展　
諸
家
集
の
古
筆
』（
平
一
二
・
九
、
春
日
井
市
道
風
記
念
館
）
と
『
秋
の
特
別
展　
世
尊
寺
流
の
書
』（
平
二
二
・
九
、
同
上
）
が
Ｄ
を
（
後
者
は
Ｃ
も
）
を
、
別
府
節
子
「
自
筆
自
詠
の
和
歌
資
料
を
中
心
と
し
た
中
世
古
筆
資
料
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
一
六
、
平
二
三
・
一
）
が
Ｅ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
る
。
　
10
に
つ
い
て
は
先
ず
、
久
保
田
淳
「
中
世
和
歌
片
々
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
九
五
、
平
元
・
六
。『
読
売
新
聞
』
昭
六
三
・
一
〇
・
二
四
夕
刊
既
報
）
が
Ｆ
を
紹
介
し
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
四
日
に
将
軍
を
廃
さ
れ
て
上
洛
す
る
「
旅
懐
を
吐
露
し
た
作
品
を
含
ん
で
い
た
」、『
中
書
王
御
詠
』
と
は
異
な
る
家
集
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
後
、
田
中
登
「
伝
伏
見
天
皇
宸
筆
宗
尊
親
王
御
集
切
に
つ
い
て
」（『
青
須
我
波
良
』
四
〇
、
平
二
・
一
一
。『
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
』（
平
九
・
九
、
風
間
書
房
）「
散
佚
し
た
宗
尊
親
王
御
集
」
所
収
）
と
「
古
筆
切
と
和
歌
―
私
家
集
を
中
心
に
―
」（『
王
朝
私
家
集
の
成
立
と
展
開
（
和
歌
文
学
論
集
４
）』（
平
四
・
一
、
風
間
書
房
）
が
、
Ｆ
～
Ｉ
（
後
稿
で
は
Ｆ
～
Ｈ
）
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
歌
は
宗
尊
が
将
軍
を
廃
さ
れ
て
帰
洛
す
る
折
か
そ
れ
以
降
の
作
で
あ
る
こ
と
や
、
現
存
す
る
四
つ
の
家
集
と
は
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
、「
廃
将
軍
の
憂
き
目
を
見
た
宗
尊
親
王
の
悲
痛
な
想
い
を
新
た
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
尊
に
は
現
存
す
る
家
集
と
は
別
の
家
集
が
存
在
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、『
佐
佐
木
信
綱
資
料
館
収
蔵
品
図
録
』（
平
一
三
・
三
、
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
）
が
Ｊ
を
、『
古
筆
へ
の
誘
い
』（
徳
植
俊
之
執
筆
。
平
一
七
・
三
、
三
弥
井
書
店
）
が
Ｋ
を
、
別
府
節
子
「
自
筆
自
詠
の
和
歌
資
料
を
中
心
と
し
た
中
世
古
筆
資
料
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
一
六
、
平
二
三
・
一
）
が
Ｌ
～
Ｍ
を
（
伝
後
伏
見
院
筆
断
簡
と
伝
後
二
条
院
筆
断
簡
を
伝
伏
見
院
筆
断
簡
の
「
連
れ
」
と
認
定
し
て
）、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
る
。
四
　
ま
た
、
こ
れ
ら
伝
世
尊
寺
行
尹
筆
切
や
伝
伏
見
天
皇
筆
切
と
は
別
に
、
宗
尊
親
王
の
詠
草
あ
る
い
は
家
集
か
と
も
思
し
い
、
次
の
断
簡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
11
伝
為
氏
筆
12
伝
後
京
極
良
経
筆
切
　
11
は
、
久
保
田
淳
「
歌
切
三
点
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
四
〇
、
昭
四
五
・
一
二
）
が
、
大
正
十
一
年
六
月
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
入
札
目
録
所
載
の
「
為
氏　
九
首
懐
紙
」
と
題
す
る
幅
物
の
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。「
小
さ
な
不
鮮
明
な
写
真
で
あ
る
が
、
為
氏
風
の
流
麗
な
仮
名
で
あ
る
」
と
言
い
、
全
文
を
翻
印
し
て
い
る
。
端
作
に
「
探
題
謌
合　
十
一
月
六
日
／
万
葉
詞
」
と
あ
り
、
恐
ら
く
は
当
該
歌
合
の
作
者
一
人
の
詠
作
が
、「
万
葉
詞
」
の
「
題
」
と
共
に
九
首
続
い
て
い
る
。
そ
の
内
の
、「
い
ろ
つ
く
山
の
／
し
く
れ
ぬ
と
み
ゆ
る
そ
ら
か
な
雁
な
き
て
い
ろ
つ
く
や
ま
の
あ
き
の
む
ら
く
も
」
が
、『
続
古
今
集
』（
秋
下
・
五
〇
七
）
に
「
中
務
卿
親
王
」
の
作
と
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
と
す
る
と
、
こ
れ
は
宗
尊
親
王
の
詠
草
切
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
田
中
塊
堂
『
つ
ち
く
れ
帖
』（
昭
四
七
・
九
、
千
草
会
）
に
、
影
印
と
初
め
の
三
首
の
翻
印
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
12
は
、『
古
筆
学
大
成
二
〇
』（
平
四
・
六
）
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
秋
七
首
の
内
三
首
が
『
柳
葉
集
』（
七
四
五
＝
続
古
今
集
・
三
七
八
、
二
八
〔
五
句
に
異
同
あ
り
〕、
三
九
一
）
に
見
え
る
が
、
他
は
現
存
の
宗
尊
家
集
や
他
歌
集
に
は
見
え
な
い
。
　
な
お
、
以
上
の
諸
断
簡
に
つ
い
て
は
、
久
保
木
秀
夫
『
散
佚
歌
集
切
集
成　
補
訂
第
二
版
』（
二
〇
一
二
・
九
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
）（
Ｃ
）
研
究
成
果
、
鶴
見
大
学
）
が
、
網
羅
し
て
、
翻
印
本
文
と
依
拠
文
献
を
記
載
し
て
い
る
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
五
二　
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
伝
本
と
構
成
　　
『
柳
葉
和
歌
集
』（
以
下
『
柳
葉
集
』
と
略
記
す
る
）
の
伝
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
と
そ
れ
を
親
本
と
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
五
一
・
四
一
四
）、
そ
の
転
写
本
と
思
し
い
神
宮
文
庫
蔵
本
（
三
／
894
）
や
学
習
院
大
学
蔵
本
等
が
知
ら
れ
る
。
　
時
雨
亭
文
庫
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
時
雨
亭
叢
書
第
三
十
一
巻
中
世
私
家
集
七
の
解
題
（
担
当
井
上
宗
雄
・
浅
田
徹
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
、
私
家
集
大
成CD
-RO
M
版
「
解
題
〔
新
編
補
遺
〕」（
浅
田
徹
執
筆
）
か
ら
引
用
す
る
と
、
当
該
の
本
は
「
楮
紙
仮
綴
（
も
と
綴
葉
装
〈
列
帖
装
〉）
五
冊
、
二
二
・
二
㎝
×
一
七
・
〇
㎝
。
鎌
倉
時
代
後
期
の
書
写
と
判
断
さ
れ
る
。
書
陵
部
本
五
冊
の
う
ち
、
四
冊
目
ま
で
は
字
形
ま
で
似
せ
た
極
め
て
丁
寧
な
時
雨
亭
文
庫
本
の
写
し
で
あ
り
、
第
五
冊
の
み
は
漢
字
と
仮
名
の
区
別
も
保
存
し
な
い
異
な
っ
た
書
写
態
度
（
別
筆
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
」
と
い
う
。
　
『
柳
葉
集
』
は
、
全
五
巻
八
五
三
首
で
、
各
巻
に
年
次
に
従
い
、
八
種
の
百
首
・
一
種
の
百
番
自
歌
合
・
一
種
の
三
百
六
十
首
か
ら
の
抄
出
歌
を
収
め
て
い
る
。
宗
尊
二
十
歳
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
か
ら
二
十
四
歳
の
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
の
四
年
間
の
作
品
の
集
成
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
巻
一　
①
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
（
一
～
六
八
、
六
八
首
）
　
　
　
　
＊
本
論
中
で
は
末
尾
の
「
歌
」
は
省
略
し
て
記
す
（
以
下
同
様
）。
　
　
　
②
弘
長
元
年
九
月
、
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
し
百
首
歌
（
六
九
～
一
四
三
、
七
五
首
）
　
　
　
　
＊
「
弘
長
元
年
九
月
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
」
と
呼
ぶ
。
巻
二　
③
弘
長
二
年
院
よ
り
人
人
に
め
さ
れ
し
百
首
歌
の
題
に
て
、
読
み
て
た
て
ま
つ
り
し
（
一
四
四
～
二
二
八
、
八
五
首
）
六
　
　
　
　
＊
「
弘
長
二
年
冬
弘
長
百
首
題
百
首
」
と
呼
ぶ
。
　
　
　
④
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
歌
（
二
二
九
～
二
九
六
、
六
八
首
）
　
　
　
⑤
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
（
二
九
七
～
三
五
七
、
六
一
首
）
巻
三　
⑥
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
歌
（
三
五
八
～
四
〇
三
、
四
六
首
）
　
　
　
⑦
弘
長
三
年
八
月
、
三
代
集
詞
に
て
読
侍
し
百
首
歌
（
四
〇
四
～
四
四
九
、
四
六
首
）
　
　
　
　
＊
「
弘
長
三
年
三
代
集
詞
百
首
」
と
呼
ぶ
。
巻
四　
⑧
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
に
、
身
づ
か
ら
の
歌
を
百
首
つ
が
ひ
に
あ
は
せ
侍
る
と
て
（
四
五
〇
～
五
六
二
、
一
一
三
首
）
　
　
　
　
＊
「
文
永
元
年
六
月
庚
申
百
番
自
歌
合
」
と
呼
ぶ
。
　
　
　
⑨
文
永
元
年
十
月
百
首
歌
（
五
六
三
～
六
二
六
、
六
四
首
）
巻
五　
⑩
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
（
六
二
七
～
八
五
三
、
二
二
七
首
）
　
こ
れ
ら
に
、
帰
洛
後
の
詠
作
は
な
く
、
全
て
将
軍
在
任
時
の
鎌
倉
に
於
け
る
作
品
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
柳
葉
集
』
は
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
閏
四
月
以
降
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
帰
洛
以
前
に
自
撰
し
た
か
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
名
称
は
、
幕
府
「
柳
営
」
の
主
た
る
将
軍
宗
尊
の
詠
歌
の
様
を
示
す
集
、
と
い
っ
た
意
味
合
い
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
各
定
数
歌
を
完
全
に
採
録
す
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
価
値
判
断
で
抄
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
晩
年
に
恐
ら
く
は
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
末
頃
に
京
都
で
自
撰
し
た
と
思
し
い
『
竹
風
和
歌
抄
』
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
、「
竹
園
」
の
人
た
る
親
王
宗
尊
の
歌
風
を
示
す
抄
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
あ
っ
て
、
本
集
と
一
具
の
よ
う
に
対
照
的
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
、『
柳
葉
集
』
と
比
較
す
る
意
味
で
、
宗
尊
最
後
の
家
集
『
竹
風
抄
』（
全
一
〇
二
〇
首
）
の
構
成
を
掲
出
し
て
み
よ
う
。
宗
尊
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
七
二
十
五
歳
の
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
か
ら
三
十
一
歳
の
同
九
年
（
一
二
七
二
）
の
六
年
間
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。
巻
一　
①
文
永
三
年
十
月
五
百
首　
二
八
八
首
巻
二　
②
文
永
五
年
十
月
三
百
首　
二
〇
三
首
巻
三　
③
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首　
一
〇
四
首
巻
四　
④
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
柿
本
影
前
百
首　
九
八
首 
　
　
　
⑤
文
永
六
年
五
月
百
首
歌　
 
六
八
首 
巻
五　
⑥
文
永
六
年
八
月
百
首
歌　
 
六
八
首 
　
　
　
⑦
文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首 
九
八
首
　
　
　
⑧
文
永
九
年
十
一
月
頃
百
番
自
歌
合　
九
三
首
　
宗
尊
は
、
生
涯
を
通
じ
て
定
数
歌
を
詠
出
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
鎌
倉
で
も
京
都
で
も
百
番
に
自
歌
を
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
、
が
知
ら
れ
る
。
在
鎌
倉
時
（
柳
葉
集
）
は
百
首
歌
が
ほ
と
ん
ど
で
、
中
に
は
既
存
の
百
首
歌
の
題
に
拠
る
百
首
、
三
代
集
の
詞
に
拠
る
百
首
等
を
詠
じ
て
い
る
。
帰
洛
後
（
竹
風
抄
）
が
百
五
十
首
歌
、
三
百
首
歌
、
五
百
首
歌
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
に
比
せ
ば
、
や
は
り
、
在
鎌
倉
の
二
十
代
前
半
の
定
数
歌
は
、
や
や
修
練
・
習
作
の
意
味
合
い
が
強
い
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
宗
尊
の
任
将
軍
在
鎌
倉
時
の
定
数
歌
類
（
抄
出
）
を
編
年
に
編
纂
し
た
自
撰
家
集
『
柳
葉
集
』、
任
将
軍
在
鎌
倉
時
か
ら
辞
将
軍
帰
洛
後
ま
で
に
亘
り
自
撰
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
部
類
家
集
『
中
書
王
御
詠
』、
晩
年
の
在
洛
時
に
『
柳
葉
集
』
と
同
様
の
形
式
で
編
纂
し
た
自
撰
家
集
『
竹
風
抄
』
は
、
前
二
者
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
と
そ
の
転
写
の
書
陵
部
本
等
、
後
者
が
愛
知
教
育
大
本
の
み
、
と
い
う
八
伝
本
の
残
存
状
況
で
あ
る
。
比
較
的
多
く
の
伝
本
が
残
る
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
や
『
瓊
玉
集
』
と
異
な
り
、
そ
れ
ら
の
流
布
の
度
合
い
が
狭
く
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
比
較
的
に
流
布
し
た
事
由
は
、『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
の
場
合
は
、
定
数
歌
故
の
書
写
の
容
易
さ
も
手
伝
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、『
瓊
玉
集
』
の
場
合
は
、『
続
古
今
集
』
撰
者
と
な
っ
た
真
観
が
撰
し
た
他
薦
家
集
で
あ
る
こ
と
が
、
い
く
ら
か
は
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
分
に
偶
然
の
要
素
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
柳
葉
集
』
が
、
鎌
落
幕
府
将
軍
在
任
時
の
家
集
で
あ
る
と
い
う
、
あ
る
種
の
権
威
や
示
威
の
よ
う
な
も
の
は
、
そ
の
流
布
を
促
す
こ
と
に
は
作
用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
三　
所
収
歌
の
他
出
の
状
況
　
『
柳
葉
集
』
所
収
歌
の
、
他
出
（
他
集
へ
の
入
集
）
の
状
況
を
整
理
し
、
末
尾
に
資
料
と
し
て
一
覧
し
て
お
く
。
こ
れ
を
も
と
に
、
さ
ら
に
、
前
記
の
①
～
⑩
の
定
数
歌
類
毎
に
、『
柳
葉
集
』
所
収
歌
の
歌
番
号
で
、
歌
集
類
別
に
他
出
状
況
と
そ
の
数
を
一
覧
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
小
異
が
あ
る
『
宗
良
親
王
千
首
』
と
の
重
出
歌
（
柳
葉
集
・
100
＝
瓊
玉
集
・
二
一
〇
、
361
＝
瓊
玉
集
・
一
八
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
解
説
の
「
九
、
南
朝
親
王
の
『
瓊
玉
集
』
歌
摂
取
」
に
論
究
し
た
。
　
原
則
と
し
て
他
出
歌
集
の
成
立
順
に
示
す
。
時
代
が
下
る
『
六
華
集
』『
雲
玉
集
』『
題
林
愚
抄
』
等
の
類
は
除
く
。
①
弘
長
元
年
五
月
百
首　
瓊
玉
集　
４
、
５
、
11
、
14
、
15
、
18
、
26
、
27
、
30
、
34
、
35
、
45
、
46
、
48
、
52
、
56
、
58
、
59
、
66
。
19
首
。
続
古
今
集　
23
、
46
、
58
、
66
。
４
首
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
九
続
拾
遺
集　
６
、
52
。
２
首
。
歌
枕
名
寄　
46
。
１
首
②
弘
長
元
年
九
月
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
瓊
玉
集　
69
、
71
、
74
、
78
、
79
、
80
、
81
、
82
、
84
、
85
、
86
、
88
、
89
、
91
、
94
、
96
、
97
、
98
、
99
、
100
、
101
、
102
、
105
、
106
、
108
、
109
、
110
、
113
、
114
、
115
、
116
、
120
、
121
、
122
、
123
、
125
、
129
、
130
、
131
、
132
、
135
、
136
、
137
、
140
、
142
、
143
。
46
首
。
続
古
今
集　
78
、
86
、
120
、
123
、
129
。
５
首
。
続
拾
遺
集　
91
。
１
首
。
新
後
撰
集　
130
。
１
首
。
続
後
拾
遺
集　
140
。
１
首
。
新
後
拾
遺
集　
110
。
１
首
。
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年　
129
。
1
首
。
歌
枕
名
寄　
79
、
92
、
113
、
120
。
４
首
。
夫
木
抄　
79
、
89
、
113
、
116
、
132
。
５
首
。
③
弘
長
二
年
冬
弘
長
百
首
題
百
首
瓊
玉
集　
145
、
146
、
147
、
148
、
155
、
156
、
157
、
159
、
161
、
162
、
163
、
164
、
166
、
169
、
170
、
171
、
172
、
173
、
175
、
176
、
181
、
182
、
185
、
188
、
194
、
195
、
197
、
198
、
200
、
201
，
202
、
204
、
206
、
213
、
214
、
217
、
219
、
221
、
222
、
224
、
226
。
41
首
。
続
古
今
集　
145
、
156
、
161
、
169
、
170
、
188
、
206
、
214
、
215
。
９
首
。
続
拾
遺
集　
196
、
200
。
２
首
。
一
〇
新
後
撰
集　
191
、
193
、
217
。
３
首
。
続
千
載
集　
179
。
１
首
。
新
千
載
集　
211
。
１
首
。
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年　
170
、
198
、
214
。
３
首
和
漢
兼
作
集　
157
。
１
首
。
歌
枕
名
寄　
147
、
169
、
188
、
193
、
206
、
211
、
214
。
７
首
。
夫
木
抄　
147
、
206
。
２
首
源
承
和
歌
口
伝　
215
。
１
首
。
④
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
瓊
玉
集　
230
、
235
、
238
、
241
、
242
、
243
、
246
、
249
、
254
、
255
、
261
、
268
、
269
、
271
、
273
、
275
、
278
、
280
、
281
、
284
、
290
、
294
、
295
、
296
。
24
首
。
続
古
今
集　
264
、
285
、
292
。
３
首
。
続
拾
遺
集　
282
。
１
首
。
続
後
拾
遺
集　
246
。
１
首
。
歌
枕
名
寄　
246
、
264
、
285
。
３
首
。
夫
木
抄　
271
。
１
首
。
⑤
弘
長
二
年
十
二
月
百
首　
　
　
　
　
　
瓊
玉
集　
298
、
310
、
311
、
321
、
343
、
354
。
６
首
。
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
一
一
続
古
今
集　
310
。
１
首
。
続
拾
遺
集　
298
。
１
首
。
⑥
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
歌　
瓊
玉
集　
361
、
383
。
２
首
。
続
古
今
集　
383
。
１
首
。
新
後
拾
遺
集　
361
。
１
首
。
⑦
弘
長
三
年
三
代
集
詞
百
首
瓊
玉
集　
415
、
417
、
418
、
420
、
426
、
431
、
433
、
434
、
436
、
447
。
10
首
。
続
拾
遺
集　
435
。
１
首
。
新
千
載
集　
419
。
１
首
。
⑧
文
永
元
年
六
月
庚
申
百
番
自
歌
合
瓊
玉
集　
454
、
455
、
463
、
464
、
467
、
468
、
469
、
476
、
483
、
484
、
488
、
489
、
492
、
493
、
494
、
498
、
500
、
505
、
507
、
508
、
511
、
512
、
513
、
516
、
517
、
522
、
524
、
526
、
528
、
530
、
538
、
541
、
543
、
544
、
547
、
550
、
552
、
554
、
556
、
559
、
562
。
41
首
。
続
古
今
集　
483
、
505
、
528
、
530
、
538
。
５
首
。
続
千
載
集　
514
、
533
。
２
首
。
続
後
拾
遺
集　
513
、
516
。
２
首
。
新
千
載
集　
519
。
１
首
。
歌
枕
名
寄　
538
。
１
首
。
一
二
和
歌
用
意
条
　々
483
。
１
首
。
⑨
文
永
元
年
十
月
百
首
瓊
玉
集　
567
、
570
、
574
、
576
、
581
、
583
、
584
、
587
、
590
、
591
、
601
、
602
、
612
、
613
、
618
、
619
、
620
、
625
。
18
首
。
続
古
今
集　
574
、
584
。
２
首
。
続
千
載
集　
610
。
１
首
。
⑩
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
中
書
王
御
詠　
627
、
632
、
638
、
641
、
643
、
651
、
658
、
674
、
682
、
689
、
693
、
698
、
703
、
711
、
732
、
760
、
778
、
787
、
789
、
790
、
795
、
796
、
798
、
803
、
814
、
822
、
826
、
836
、
837
、
841
、
847
、
848
、
849
。
33
首
。
続
古
今
集　
707
、
745
。
２
首
。
続
千
載
集　
719
、
724
。
２
首
。
新
拾
遺
集　
778
。
１
首
。　
新
続
古
今
集　
651
。
１
首
。
和
漢
兼
作
集　
627
、
651
。
２
首
。
拾
遺
風
体
集　
651
。
１
首
。
　
『
柳
葉
集
』
所
収
歌
を
収
め
る
各
歌
集
類
が
、『
柳
葉
集
』
そ
の
も
の
を
出
典
と
し
た
の
か
、
そ
の
所
収
定
数
歌
類
を
出
典
と
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
歌
集
類
を
出
典
と
し
た
の
か
、
精
確
に
は
弁
別
し
難
い
。
　
中
で
は
、『
柳
葉
集
』
に
や
や
先
行
し
て
真
観
が
撰
し
た
宗
尊
の
家
集
『
瓊
玉
集
』
と
の
重
出
歌
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
各
定
数
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
一
三
歌
類
か
ら
採
録
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
他
出
状
況
か
ら
、
言
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
箇
条
書
き
で
記
し
て
お
く
。
・
伝
本
の
残
存
状
況
か
ら
、『
柳
葉
集
』
よ
り
は
流
布
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
『
瓊
玉
集
』
に
非
採
録
の
勅
撰
集
入
集
歌
は
、『
柳
葉
集
』
か
そ
れ
を
構
成
す
る
定
数
歌
類
が
出
典
か
。『
続
拾
遺
集
』
以
降
の
勅
撰
集
で
は
、『
柳
葉
集
』
か
ら
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
・
④
「
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
」
の
『
瓊
玉
集
』
非
採
録
歌
が
、『
続
古
今
集
』
に
三
首
入
集
し
て
い
る
の
は
、
同
年
九
月
に
同
集
撰
者
に
追
加
さ
れ
た
（
院
宣
は
十
一
月
か
）
真
観
の
手
に
よ
っ
て
、
折
よ
く
詠
ま
れ
た
同
百
首
が
撰
集
資
料
と
さ
れ
た
の
で
は
な
な
い
か
。
・
⑥
「
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
」
か
ら
、
他
集
へ
の
入
集
が
少
な
い
の
は
、「
当
座
」
故
に
、
作
品
の
質
が
劣
る
こ
と
が
反
映
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
同
百
首
自
体
が
周
辺
に
流
出
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
。
・
⑩
「
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
」
は
、『
中
書
王
御
詠
』
の
撰
集
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
・『
続
千
載
集
』
の
撰
集
資
料
に
は
、『
柳
葉
集
』
が
存
在
し
た
か
。
・
現
存
『
歌
枕
名
寄
』
に
拠
る
限
り
、『
柳
葉
集
』
と
の
重
出
歌
は
、『
柳
葉
集
』
か
ら
で
は
な
く
勅
撰
集
等
か
ら
採
歌
し
た
か
。
四　
所
収
歌
の
表
現
の
傾
向
　
前
著
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
の
注
釈
結
果
に
基
づ
く
と
、
宗
尊
前
半
生
の
在
関
東
時
の
本
格
的
家
集
『
瓊
玉
和
歌
集
』
に
見
る
宗
尊
の
詠
み
ぶ
り
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
得
る
。
①
勅
撰
集
（
伊
勢
物
語
を
含
む
）
を
中
心
と
す
る
古
歌
に
習
熟
し
、
同
時
代
ま
で
の
和
歌
に
も
通
じ
て
、
全
体
に
先
行
歌
に
よ
く
学
ん
で
一
四
い
た
。
②
本
歌
取
り
は
常
套
で
、
院
政
期
の
「
詠
み
益
し
」
の
方
法
と
定
家
学
書
の
示
す
方
法
と
が
混
在
す
る
。
③
正
統
な
和
歌
の
道
統
と
正
統
な
血
脈
や
系
統
お
よ
び
自
身
の
境
遇
や
地
域
の
有
縁
性
に
沿
う
よ
う
な
指
向
性
を
有
し
て
い
た
。
④
総
じ
て
和
歌
の
伝
統
や
本
意
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
関
東
の
将
軍
と
い
う
身
分
と
地
縁
に
も
適
従
し
た
表
現
で
も
あ
る
。
⑤
部
類
に
か
か
わ
ら
ず
述
懐
性
が
認
め
ら
れ
る
。
⑥
率
直
で
比
較
的
清
新
な
表
現
へ
の
志
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
京
極
派
和
歌
に
も
通
じ
る
よ
う
な
表
現
を
獲
得
さ
せ
、
か
つ
は
南
朝
歌
人
達
が
同
心
す
る
よ
う
な
表
現
を
も
生
ん
だ
。
　
他
撰
と
自
撰
の
違
い
は
あ
れ
、
宗
尊
の
同
時
期
の
詠
作
を
集
め
た
『
柳
葉
集
』
の
歌
も
、
お
よ
そ
こ
の
『
瓊
玉
集
』
の
歌
の
傾
向
・
特
徴
に
違
う
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
然
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
『
柳
葉
集
』
の
歌
を
分
析
し
て
、
詳
し
く
論
じ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。『
柳
葉
集
』
の
歌
か
ら
、
当
時
の
宗
尊
の
歌
の
仕
立
て
方
の
典
型
を
例
示
し
て
お
く
に
留
め
た
い
と
思
う
。
　
例
え
ば
、
巻
一
②
「
弘
長
元
年
九
月
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
」（
春
）
の
「
春
来
て
は
霞
に
薄
き
松
の
色
を
い
ま
一
入
と
誰
か
言
ひ
け
む
」（
70
）
は
、「
常
磐
な
る
松
の
緑
も
春
来
れ
ば
今
一
入
の
色
ま
さ
り
け
り
」（
古
今
集
・
春
上
・
二
四
・
宗
于
）
と
「
紫
に
や
し
ほ
染
め
た
る
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
色
と
誰
か
い
ひ
け
ん
」（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
五
〇
・
義
忠
）
の
両
首
を
本
歌
に
取
っ
て
踏
ま
え
つ
つ
、
前
者
の
『
古
今
集
』
歌
に
異
を
唱
え
る
趣
向
で
あ
る
。
か
つ
、「
春
来
て
は
」「
霞
に
薄
き
」
の
用
詞
は
、「
春
来
て
は
花
と
も
見
よ
と
片
岡
の
松
の
う
は
葉
に
淡
雪
ぞ
降
る
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
一
九
・
仲
実
。
堀
河
百
首
・
春
・
残
雪
・
八
七
、
四
句
「
松
が
う
れ
葉
に
」）
や
「
今
朝
は
ま
た
そ
れ
か
と
ば
か
り
残
る
か
な
霞
に
薄
き
淡
路
島
山
」（
為
家
千
首
・
春
・
二
六
）、
あ
る
い
は
「
物
ご
と
に
時
雨
の
分
き
し
松
の
色
を
一
つ
に
染
む
る
夏
の
雨
か
な
」（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
夏
・
一
三
二
三
）
な
ど
、『
新
古
今
集
』
歌
や
定
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
一
五
家
・
為
家
ら
の
歌
に
学
ん
だ
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
　
も
う
一
首
だ
け
、
同
様
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
巻
五
⑩
「
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
」（
春
）
の
「
立
ち
上
る
煙
も
寂
し
難
波
人
葦
火
焚
く
屋
の
春
の
曙
」（
647
）
は
、「
難
波
人
葦
火
焚
く
屋
は
す
す
た
れ
ど
お
の
が
つ
ま
こ
そ
と
こ
め
づ
ら
な
れ
」（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
八
七
・
人
麿
）
を
本
歌
に
す
る
。
か
つ
、「
煙
も
寂
し
」
は
、
雪
積
も
る
梢
ば
か
り
と
見
し
程
に
煙
も
寂
し
真
木
の
炭
竈
」（
壬
二
集
・
初
心
百
首
・
冬
・〔
炭
竈
〕・
六
八
）
や
「
日
数
ふ
る
雪
気
に
ま
さ
る
炭
竈
の
煙
も
寂
し
大
原
の
里
」（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・
二
七
〇
・
式
子
）
あ
る
い
は
「
炭
竈
の
煙
も
寂
し
大
原
や
古
り
に
し
里
の
雪
の
夕
暮
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
冬
・
冬
歌
・
三
三
九
）
と
い
っ
た
先
行
例
が
あ
る
歌
句
で
あ
る
。
ま
た
、「
葦
火
焚
く
屋
の
春
（
の
曙
）」
は
、「
難
波
潟
あ
は
れ
も
深
き
霞
か
な
葦
火
焚
く
屋
の
春
の
曙
」（
正
治
後
度
百
首
・
暁
・
一
〇
六
〇
・
慈
円
）
や
「
難
波
潟
葦
火
焚
く
屋
の
春
の
空
く
ゆ
る
煙
に
立
つ
霞
か
な
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
元
久
元
年
十
二
月
八
幡
卅
首
御
会
・
春
・
一
二
〇
二
）
あ
る
い
は
「
今
は
と
て
霞
み
に
け
り
な
難
波
潟
葦
火
た
く
や
の
春
の
曙
」
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
春
・
霞
・
一
二
・
実
氏
）
と
い
っ
た
先
行
例
が
あ
る
措
辞
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
古
今
歌
人
が
詠
出
し
、
そ
の
後
に
源
実
朝
や
西
園
寺
実
氏
等
の
貴
顕
が
用
い
た
よ
う
な
比
較
的
新
し
い
言
詞
を
、
宗
尊
歌
は
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
尊
の
詠
作
方
法
の
典
型
で
も
あ
る
。
　
十
一
歳
で
、
関
東
に
下
向
し
武
者
の
府
の
主
に
奉
じ
ら
れ
た
宗
尊
は
、
詠
歌
に
真
情
を
表
出
す
る
こ
と
に
生
き
る
こ
と
を
託
し
た
よ
う
に
見
え
る
。『
柳
葉
集
』
の
歌
に
は
、
春
の
歌
に
も
憂
鬱
・
寂
寥
を
詠
じ
る
よ
う
な
中
世
的
傾
き
も
相
俟
っ
て
、
そ
の
気
質
と
境
遇
と
が
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
生
涯
を
通
じ
た
述
懐
性
が
既
に
顕
現
し
て
い
た
。
恐
ら
く
は
京
都
に
遜
色
な
く
配
備
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
和
歌
の
素
養
を
磨
く
典
籍
類
と
先
達
の
指
導
を
得
て
多
く
の
詠
作
を
も
の
し
た
、
そ
の
一
端
が
『
柳
葉
集
』
の
和
歌
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
伝
統
性
と
同
時
代
性
を
包
摂
し
、
和
歌
の
本
意
を
外
さ
ず
、
従
っ
て
一
件
比
較
的
平
明
に
見
え
る
こ
と
も
必
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
和
歌
自
体
の
修
養
の
蓄
積
に
、
妻
宰
子
の
不
義
の
風
聞
な
ど
を
発
端
と
し
た
将
軍
失
脚
・
鎌
倉
追
放
の
経
験
が
加
わ
り
、
最
後
の
家
集
『
竹
風
一
六
抄
』
の
歌
の
進
化
・
深
化
と
厭
世
・
往
生
へ
の
傾
斜
に
至
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
基
底
に
、
こ
の
『
柳
葉
集
』
時
代
の
詠
作
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
主
要
参
考
文
献
中
川
博
夫
・
小
川
剛
生
「
宗
尊
親
王
年
譜
」（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
『
言
語
文
化
研
究
』
一
、
平
六
・
三
）
中
川
『
瓊
玉
和
歌
集
新
注
』（
平
二
六
・
一
〇
、
青
舎
）
中
川
『
竹
風
和
歌
抄
新
注　
上
、
下
』（
令
元
・
八
、
九
、
青
舎
）
中
川
「『
中
書
王
御
詠
』
注
釈
稿
（
一
～
四
）」（『
鶴
見
大
学
紀
要
（
第
一
部　
日
本
語
・
日
本
文
学
編
）』
五
三
～
五
六
、
平
二
八
～
三
一
・
三
）
中
川
「『
中
書
王
御
詠
』
論
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
二
四
、
令
二
・
三
）
資
料
　
『
柳
葉
集
』
所
収
歌
の
他
出
状
況
一
覧
。
算
用
数
字
が
『
柳
葉
集
』
の
歌
番
号
、（　
）
内
が
他
出
の
集
名
・
部
立
等
・
漢
数
字
の
歌
番
号
。
異
同
は
句
毎
に
、『
柳
葉
集
』
の
形
→
他
出
の
形
で
示
す
。
巻
一
①
弘
長
元
年
五
月
百
首 
春　
４
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
野
外
霞
・
一
四
）、
５
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
の
御
歌
の
中
に
・
二
〇
）、
６
（
続
拾
遺
集
・
雑
春
・
春
歌
の
中
に
・
五
二
二
）、
11
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
花
御
歌
と
て
・
五
八
）、
14
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
春
の
御
歌
と
て
・
八
一
）、
15
（
瓊
玉
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
一
七
集
・
春
下
・
三
月
尽
を
・
九
四
）、
夏　
18
（
瓊
玉
集
・
夏
・
夏
御
歌
の
中
に
・
一
一
五
）。
秋　
23
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
江
早
秋
と
い
ふ
こ
と
を
・
二
九
三
、
初
句
「
湊
こ
そ
」
→
「
湊
越
す
」。
歌
枕
名
寄
・
伊
勢
上
・
伊
勢
海
・
小
野
古
江
湊
・
続
古
四
四
七
〇
二
、
初
句
同
上
。
題
林
愚
抄
・
秋
一
・
江
早
秋
・
続
古
・
二
九
七
七
、
初
句
同
上
。
邦
高
親
王
御
集
・
江
早
秋
・
一
四
七
、
初
句
同
上
）、
26
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
朝
顔
を
・
一
七
一
）、
27
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
同
じ
（
露
の
）
心
を
・
一
八
九
）、
30
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
の
御
歌
中
に
・
二
〇
五
）、 
34
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
の
御
歌
の
中
に
・
二
二
七
）、
35
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
の
御
歌
の
中
に
・
二
二
六
）。
冬　
45
（
瓊
玉
集
・
冬
・
歳
暮
・
三
一
八
）。 
恋　
46
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
を
・
三
二
七
。
続
古
今
集
・
恋
一
・
忍
恋
の
心
を
・
九
六
五
。
歌
枕
名
寄
・
畿
内
十
三
・
摂
津
国
一
・
難
波
篇
・
児
屋
・
三
七
八
七
）、
48
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
逢
不
会
恋
・
三
九
〇
、
初
句
「
あ
ら
ば
ま
た
」
→
「
あ
は
れ
ま
た
」）、
52
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
待
恋
の
こ
こ
ろ
を
・
三
五
六
。
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
待
恋
と
い
へ
る
心
を
・
八
九
四
。
題
林
愚
抄
・
恋
一
・
待
恋
・
六
六
三
八
）、
56
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
恋
の
心
を
・
四
〇
一
）、
58
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
十
首
歌
合
に
、
恋
を
。
四
〇
四
。
続
古
今
集
・
恋
五
・
寄
草
恋
・
一
三
五
七
）。
雑　
59
（
瓊
玉
集
・
雜
上
・
羈
中
晩
嵐
を
・
四
二
九
）、
66
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
御
歌
の
中
に
・
四
九
三
。
続
古
今
集
・
雑
下
・
題
不
知
・
一
八
〇
四
）。
小
計
21
首
。
②
弘
長
元
年
九
月
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
百
首
（「
弘
長
元
年
九
月
、
人
々
に
よ
ま
せ
侍
り
し
百
首
歌
」） 
春　
69
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
）、
71
（
瓊
玉
集
・
春
・
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
七
）、
74
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
二
）、 
78
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
一
八
し
百
首
に
・
四
五
。
続
古
今
集
・
春
上
・
百
首
歌
中
に
・
七
三
）、
79
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
五
〇
。
歌
枕
名
寄
・
巻
十
二
・
射
駒
篇
・
難
波
門
・
三
三
六
一
、
同
・
巻
十
三
・
難
波
篇
・
伊
駒
高
根
・
三
六
五
四
、
二
句
「
花
咲
き
ぬ
ら
し
」
→
「
花
や
咲
く
ら
ん
」。
夫
木
抄
・
春
四
・
花
・
遥
見
山
花
と
い
ふ
心
を
・
一
二
五
九
）、
80
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
五
一
）、
81
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
八
三
）、
82
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
九
二
）。
夏　
84
（
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
九
九
）、
85
（
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
〇
七
）、
86
（
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
一
三
。
続
古
今
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
百
首
に
、
郭
公
・
二
一
〇
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
郭
公
・
一
七
九
二
）、
88
（
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
二
八
）、
89
（
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
三
九
。
夫
木
抄
・
雑
二
・
ふ
な
き
の
山
、
美
乃
・
八
六
二
九
、
詞
書
（
集
付
）「
御
集
」）、
91
（
瓊
玉
集
・
夏
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
三
五
。
続
拾
遺
集
・
夏
・
家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
・
一
九
九
。
六
華
集
・
夏
・
五
一
六
、
四
句
「
衛
士
の
焚
く
火
に
」
→
「
衛
士
が
焚
く
火
に
」）、 
92
（
歌
枕
名
寄
・
未
勘
国
上
・
往
合
杜
・
九
四
九
四
。
古
今
秘
注
抄
・
夏
・
五
一
三
）。
秋　
94
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
五
一
）、
96
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
六
一
）、
97
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
七
六
）、
98
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
時
の
百
首
に
・
一
八
〇
）、
99
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
九
四
）、
100
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
山
月
と
い
ふ
事
を
よ
ま
せ
給
ひ
し
・
二
一
〇
、
初
句
「
下
の
帯
の
」
→
「
下
帯
の
」。
宗
良
親
王
千
首
・
秋
・
夕
月
・
四
〇
二
、
初
句
「
下
の
帯
の
」
→
「
下
紐
の
」
四
句
「
め
ぐ
り
あ
ひ
て
や
」
→
「
め
ぐ
り
あ
ひ
て
も
」）、
101
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
巻
一
・
二
二
一
、
初
句
「
我
が
袖
よ
」
→
「
我
が
袖
に
」）、
102
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
一
九
百
首
・
二
二
二
、
結
句
「
秋
の
月
影
」
→
「
秋
の
夜
の
月
」）、
105
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
四
七
、
二
句
「
菊
の
垣
根
に
」
→
「
菊
の
重
ね
に
」）、
106
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
五
九
）、
108
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
七
一
）。
冬　
109
（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
七
六
）、
110
（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
七
七
。
新
後
拾
遺
集
・
冬
・
初
冬
の
心
を
・
四
五
九
（
巻
頭
歌
）。
題
林
愚
抄
・
冬
上
・
初
冬
・
四
九
〇
二
）、
113
（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
九
五
。
歌
枕
名
寄
・
巻
十
四
・
摂
津
国
二
・
猪
名
・
武
庫
・
浦
・
四
一
〇
〇
、
結
句
「
今
か
満
つ
ら
し
」
→
「
今
や
満
つ
ら
ん
」。
夫
木
抄
・
冬
二
・
千
鳥
・
百
首
御
歌
・
六
八
六
三
、
結
句
同
上
）、
114
（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
〇
二
）、
115
（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
〇
一
）、
116
（
瓊
玉
集
・
冬
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
一
一
。
夫
木
抄
・
雑
二
・
山
・
み
や
さ
き
山
、
武
蔵
・
八
八
九
一
）。 
恋　
120
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
二
三
。
続
古
今
集
・
恋
・
恋
一
・
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
百
首
歌
の
な
か
に
・
九
六
三
。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
七
・
東
山
部
六
・
陸
奥
上
・
信
夫
・
鷹
・
六
九
一
六
）、
121
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
四
二
）、
122
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
三
五
五
）、
123
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
契
空
恋
を
・
三
六
〇
。
続
古
今
集
・
恋
三
・
百
首
歌
の
中
に
、
恋
を
・
一
一
四
三
）、
125
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
三
一
）、
129
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
三
。
瓊
玉
集
・
恋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
三
九
五
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
百
首
歌
中
に
・
一
二
七
二
）、
130
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
三
九
九
。
新
後
撰
集
・
恋
二
・（
題
し
ら
ず
）・
八
六
二
、
初
句
「
あ
ぢ
き
な
や
」
→
「
あ
ぢ
き
な
く
」）。
雑　
131
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
三
七
）、
132
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
・
四
三
八
。
夫
木
抄
・
巻
二
十
九
・
松
・
御
集
・
一
三
七
六
九
）、
135
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
〇
四
二
五
、
二
句
「
い
か
に
寝
し
よ
り
」
→
「
い
か
に
寝
し
夜
か
」）、
136
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
四
五
）、
137
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
五
三
）、
140
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
九
五
。
続
後
拾
遺
集
・
哀
傷
・
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
・
一
二
七
〇
）、
142
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
四
六
五
、
二
句
「
憂
き
節
繁
き
」
→
「
憂
き
こ
と
繁
き
」）、
143
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
人
人
に
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
五
〇
六
、
二
句
「
御
代
に
は
捨
て
ぬ
」
→
「
御
代
に
は
朽
ち
ぬ
」）。
小
計
45
首
。
巻
二
③
弘
長
二
年
冬
弘
長
百
首
題
百
首
春　
145
・
霞
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
霞
を
・
六
。
続
古
今
集
・
春
上
・
弘
長
二
年
の
百
首
に
、
霞
を
・
四
二
。
題
林
愚
抄
・
春
一
・
霞
・
一
二
七
）、
146
・
霞
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
霞
を
・
七
）、
147
・
鶯
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
し
百
首
に
、
鶯
・
一
五
。
歌
枕
名
寄
・
巻
六
・
奈
良
篇
・
山
・
若
草
山
・
一
九
〇
四
、
作
者
位
署
ナ
シ
（
前
歌
は
好
忠
）。
夫
木
抄
・
春
二
・
鶯
・
三
九
五
、
詞
書
「
題
不
知
」。
雲
玉
集
・
春
・
四
八
、
詞
書
「
宗
尊
親
王
御
歌
、
名
所
山
鶯
」、
四
句
「
若
草
山
に
」
→
「
わ
か
草
山
の
」）、
148
・
春
雪
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
春
雪
・
一
一
）、
155
・
花
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
花
を
・
四
六
、
初
句
「
春
と
い
は
ば
」
→
「
春
と
い
へ
ば
」）、
156
・
花
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
花
・
六
七
。
続
古
今
集
・
雑
上
・
花
歌
の
中
に
・
一
五
〇
七
）、
157
・
落
花
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
落
花
を
・
八
二
、
結
句
「
惜
し
き
花
か
な
」
→
「
惜
し
き
春
か
な
」。
和
漢
兼
作
集
・
春
下
・
三
〇
二
、
詞
書
「
落
花
」
作
者
位
署
「
入
道
中
務
卿
宗
尊
親
王
」）、
159
・
款
冬
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
款
冬
を
・
八
六
）。 
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
二
一
夏　
161
・
卯
花
（
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
卯
花
・
九
八
。
続
古
今
集
・
夏
・
弘
長
二
年
百
首
歌
中
に
、
卯
花
を
・
一
八
八
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
卯
花
・
一
七
一
六
）、
162
・
郭
公
（
瓊
玉
集
・
夏
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
郭
公
を
・
一
〇
一
、
四
句
「
頼
め
ぬ
も
の
の
」
→
「
頼
ま
ぬ
も
の
の
」）、
163
・
郭
公
（
瓊
玉
集
・
夏
・
奉
ら
せ
給
ひ
け
る
百
首
に
、
郭
公
・
一
二
一
）、
164
・
郭
公
（
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
郭
公
・
一
一
二
）、
166
・
五
月
雨
（
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
五
月
雨
・
一
二
四
）、
169
・
夕
立
（
瓊
玉
集
・
夏
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
夕
立
・
一
四
一
。
続
古
今
集
・
夏
・
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
・
二
六
七
。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
十
一
・
播
磨
国
・
高
砂
・
峰
・
八
一
二
三
、
詞
書
（
集
付
）
「
続
古
三 
白
雨
」）。 
秋　
170
・
七
夕
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
五
。
瓊
玉
集
・
秋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
、
七
夕
を
・
一
五
四
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
弘
長
二
年
百
首
に
、
七
夕
を
・
三
一
五
。
題
林
愚
抄
・
秋
一
・
七
夕
、
詞
書
（
集
付
）「
続
古
弘
長
二
百
首
」）、
171
・
七
夕
後
朝
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・（
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
御
歌
の
中
に
）
七
夕
後
朝
・
一
五
五
、
四
句
「
別
れ
の
袖
よ
」
→
「
別
れ
の
空
に
」）、
172
・
露
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
八
八
）、
173
・
荻
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
荻
・
一
六
二
）、
175
・
薄
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
一
六
八
）、
176
・
虫
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
虫
を
・
一
八
二
）、
179
・
月
（
続
千
載
集
・
秋
下
・
百
首
歌
中
に
、
月
・
四
九
三
）、
181
・
月
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
月
を
・
二
一
八
）、
182
・
擣
衣
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
擣
衣
を
・
二
四
〇
）、
185
・
紅
葉
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
紅
葉
を
・
二
六
八
）。
冬　
188
・
時
雨
（
瓊
玉
集
・
冬
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
・
二
八
四
。
続
古
今
集
・
冬
・
百
首
歌
中
に
、
時
雨
を
・
五
七
七
。
歌
枕
名
寄
・
巻
一
・
山
階
・
石
田
小
野
・
二
七
〇
。
題
林
愚
抄
・
冬
上
・
時
雨
・
四
九
三
六
）、
191
・
霰
（
新
後
撰
集
・
冬
・
霰
を
・
四
九
九
。
題
林
愚
抄
・
冬
下
・
霙
・
同
（
新
後
撰
）・
五
六
六
六
、
結
句
「
玉
と
見
ゆ
ら
ん
」
→
「
玉
ぞ
見
ゆ
ら
ん
」）、
193
・
雪
（
新
二
二
後
撰
集
・
冬
・
冬
歌
の
中
に
・
五
二
〇
。
歌
枕
名
寄
・
北
陸
・
越
前
・
有
乳
山
・
新
後
六
・
七
三
四
九
）、
194
・
歳
暮
（
瓊
玉
集
・
冬
・
弘
長
二
年
冬
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
同
じ
〔
歳
暮
〕
心
を
・
三
一
九
）。
恋　
195
・
初
恋
（
瓊
玉
集
・
冬
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
初
恋
を
・
三
二
一
）、
196
・
忍
恋
（
続
拾
遺
集
・
恋
一
・
題
し
ら
ず
・
八
〇
一
）、
197
・
忍
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
恋
の
心
を
・
三
三
八
）、
198
・
不
逢
恋
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
五
。
瓊
玉
集
・
恋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
不
逢
恋
・
三
三
九
）、
200
・
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
不
逢
恋
・
三
四
〇
。
続
拾
遺
集
・
恋
二
・
題
し
ら
ず
・
八
七
六
）、
201
・
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
不
逢
恋
・
三
四
一
）、
202
・
初
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
初
逢
恋
を
・
三
六
三
）、
204
・
逢
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
同
じ
〔
逢
不
会
恋
〕
心
を
・
三
九
三
）、
206
・
逢
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
同
じ
〔
逢
不
会
恋
〕
心
を
・
三
九
二
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
弘
長
二
年
百
首
に
、
遇
不
逢
恋
を
・
一
二
七
九
。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
・
畿
内
三
山
城
国
三
・
三
香
原
篇
・
沢
田
河
或
狭
鰭
河
・
八
三
八
。
夫
木
抄
・
巻
二
十
八
・
雑
歌
十
・
蘆
・
御
集
・
一
三
四
一
九
）。
雑　
211
・
暁
（
新
千
載
集
・
釈
教
・
九
三
七
。
歌
枕
名
寄
・
南
海
・
紀
伊
・
高
野
山
・
八
五
五
〇
）、
213
・
山
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
山
を
・
四
四
四
）、
214
・
河
（
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
九
。
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
河
を
・
四
四
一
。
続
古
今
集
・
羈
旅
・
弘
長
二
年
た
て
ま
つ
り
し
百
首
歌
中
に
、
河
を
・
九
三
六
。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
一
・
武
蔵
国
・
住
田
河
・
五
五
〇
一
。
題
林
愚
抄
・
巻
十
九
・
雑
・
河
・
八
六
九
二
）、
215
・
橋
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・〔
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
〕
橋
・
四
四
二
。
源
承
和
歌
口
伝
・
二
八
四
。
六
巻
抄
裏
書
に
も
前
書
か
ら
所
引
）、
217
・
海
路
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
海
旅
を
・
四
三
三
。
新
後
撰
集
・
羈
旅
・
海
路
を
・
五
九
四
）、
219
・
旅
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
旅
御
歌
の
中
に
・
四
二
一
、
初
句
「
年
月
は
」
→
「
年
月
を
」）、
221
・
山
家
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
け
る
百
首
に
、
山
家
・
四
五
二
、
二
句
「
習
は
し
も
の
と
」
→
「
習
は
し
も
の
を
」）、
222
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
題
し
ら
ず
・
四
六
六
）、
224
・
懐
旧
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
懐
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
二
三
旧
・
四
五
八
）、
226
・
神
祇
・
瓊
玉
集
・
雑
上
・
奉
ら
せ
給
ひ
し
百
首
に
、
神
祇
を
・
四
一
一
、「
神
も
請
く
ら
ん
」
→
「
神
も
し
る
ら
ん
」）。
小
計
47
首
。
④
弘
長
二
年
十
一
月
百
首
〔
春
〕　
230
・
梅
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
二
三
）、
235
・
花
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
首
御
歌
中
・
四
八
）、
238
・
花
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
首
御
歌
の
中
に
、
花
を
・
八
〇
）、
241
・
帰
雁
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
の
御
歌
の
中
に
・
四
一
）、
242
・
帰
雁
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
春
の
御
歌
の
中
に
・
四
〇
）。
〔
夏
〕　
243
・
郭
公
（
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
一
〇
五
）、
246
・
五
月
雨
（
瓊
玉
集
・
夏
・
五
月
雨
を
・
一
二
七
。
続
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
一
三
、
詞
書
「
五
月
雨
を
」。
歌
枕
名
寄
・
巻
三
十
六
・
肥
前
国
・
松
浦
篇
・
河
・
九
一
一
二
、
集
付
・
詞
書
「
宝
治
百
　
五
月
雨
」）、
249
・
五
月
雨
（
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
中
・
一
三
一
）。
〔
秋
〕　
254
・
露
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
同
じ
〔
露
の
〕
心
を
・
一
九
〇
）、
255
・
露
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
一
九
五
）、
261
・
秋
夕
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
夕
を
・
二
〇
二
）、
264
・
紅
葉
（
続
古
今
集
・
秋
下
・
題
不
知
・
五
〇
〇
。
歌
枕
名
寄
・
東
山
二
・
近
江
中
・
雑
篇
・
滋
賀
楽
・
里
・
続
古
五
・
六
一
五
五
）。
〔
冬
〕　
268
・
時
雨
（
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
中
に
・
二
八
二
）、
269
・
雪
（
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
に
・
三
〇
四
）、
271
・
雪
（
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
中
に
・
三
一
三
。
夫
木
抄
・
冬
二
・
氷
・
冬
御
歌
中
・
七
〇
七
八
、
三
・
四
句
「
雪
さ
え
て
閉
づ
る
氷
の
」
→
「
雪
き
え
て
と
く
る
こ
ほ
り
の
」）。
〔
恋
〕　
273
・
忍
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
の
心
を
・
三
三
三
）、
275
・
忍
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
の
心
を
・
三
三
二
）、
278
・
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
題
し
ら
ず
・
三
四
六
）、
280
・
被
忘
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
被
忘
恋
・
三
八
〇
）、
281
・
被
忘
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
被
忘
恋
・
三
八
一
）、
282
・
被
忘
恋
（
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
・
九
四
七
）。
二
四
〔
雑
〕　
284
・
旅
（
瓊
玉
集
・
雑
上･
旅
御
歌
の
中
に
・
四
二
二
）、
285
・
旅
（
続
古
今
集
・
羈
旅
・
旅
の
心
を
・
八
五
八
。
歌
枕
名
寄
・
東
海
四
・
駿
河
・
清
見
・
関
・
続
古
・
五
一
九
〇
、
三
穂
浦
・
五
二
一
五
）、
290
・
山
家
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
山
家
を
・
四
四
八
）、
292
・
山
家
（
続
古
今
集
・
雑
中
・
題
不
知
・
一
六
九
〇
）、
294
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
述
懐
の
心
を
・
四
八
九
）、
295
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
の
御
歌
の
中
に
・
五
〇
二
）、
296
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
の
御
歌
の
中
に
・
五
〇
三
）。
小
計
28
首
。
⑤
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
〔
春
〕　
298
・
霞
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
首
御
歌
の
中
に
・
五
。
続
拾
遺
集
・
春
上
・
霞
を
・
二
六
）。
〔
夏
〕　
310
・
更
衣
（
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
の
中
に
、
更
衣
・
九
六
。
続
古
今
集
・
夏
・
首
夏
の
心
を
・
一
八
四
。
題
林
愚
抄
・
夏
上
・
首
夏
・
続
古
・
一
六
三
〇
）、
311
・
葵
（
瓊
玉
集
・
夏
・
葵
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
・
一
〇
〇
）。
〔
秋
〕　
321
・
荻
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
御
歌
の
中
に
・
一
五
七
）。
〔
恋
〕　
343
・
忍
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
忍
恋
を
・
三
二
八
）。
〔
雑
〕　
354
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
御
歌
中
に
・
四
八
一
）。
小
計
６
首
。
巻
三
⑥
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
春　
361
（
瓊
玉
・
春
上
・
若
菜
を
・
一
八
。
宗
良
親
王
千
首
・
春
・
沢
若
菜
・
四
六
、
三
句
「
見
し
野
辺
の
」
→
「
見
し
沢
の
」。
新
後
拾
遺
集
・
春
上
・
題
し
ら
ず
・
三
〇
。
題
林
愚
抄
・
春
一
・
若
菜
・
三
五
七
、
集
付
「
新
後
撰
」）。
秋　
383
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
朝
顔
を
・
一
七
〇
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
四
七
）。
小
計
２
首
。
⑦
弘
長
三
年
三
代
集
詞
百
首
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
二
五
夏　
415
（
瓊
玉
集
・
夏
・
百
首
御
歌
中
に
・
一
三
〇
）。
秋　
417
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
初
秋
の
心
を
・
一
五
〇
）、
418
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
同
じ
〔
萩
〕
心
を
・
一
六
三
）、
419
（
新
千
載
集
・
雑
上
・
一
七
五
九
・
題
し
ら
ず
）、
420
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
朝
顔
を
・
一
七
二
）、
426
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
首
御
歌
に
・
二
六
四
）。
恋　
431
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
恋
の
心
を
・
三
三
七
）、
433
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
題
し
ら
ず
・
三
四
七
、
四
句
「
紅
葉
に
ま
さ
る
」
→
「
紅
葉
に
余
る
」）、
434
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
首
御
歌
中
に
・
三
五
一
）、
435
（
続
拾
遺
集
・
恋
三
・
恋
歌
の
中
に
・
九
〇
四
）、
436
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
恋
の
心
を
・
三
六
七
）。
雑　
447
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
三
百
首
御
歌
に
・
四
九
二
）。
小
計
12
首
。 
巻
四
⑧
文
永
元
年
六
月
庚
申
百
番
自
歌
合
〔
春
〕　
454
・
梅
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
御
歌
ば
か
り
百
番
あ
は
さ
せ
給
ふ
と
て
、
梅
を
・
二
四
、
結
句
「
に
ほ
ふ
梅
が
枝
」
→
「
咲
け
る
梅
が
枝
」）、
455
・
梅
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
御
歌
ば
か
り
百
番
合
は
さ
せ
給
ふ
と
て
、
梅
を
・
二
五
）、
463
・
花
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
花
・
六
二
）、
464
・
花
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
花
・
六
三
）、
467
春
曙
（
瓊
玉
集
・
春
上
・
百
番
御
歌
合
に
・
三
四
）。
〔
夏
〕　
468
・
藤
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
藤
・
八
九
）、
469
・
藤
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
藤
・
八
八
）、
476
・
早
苗
（
瓊
玉
集
集
・
夏
・
百
番
御
歌
合
に
・
一
二
三
、
四
句
「
外
面
の
小
田
の
」
→
「
外
面
の
小
田
に
」）。 
〔
秋
〕　
483
・
薄
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
御
歌
ば
か
り
百
番
あ
は
さ
せ
給
ふ
と
て
、
薄
・
一
六
七
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
秋
歌
中
に
・
三
四 
六
。
和
歌
用
意
条
々
・
二
四
）、
484
・
露
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
秋
御
歌
と
・
一
八
六
）、
488
・
鹿
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
百
番
の
御
歌
合
二
六
に
、
鹿
を
・
一
八
一
）、
489
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
月
前
雁
・
二
一
四
、
結
句
「
鹿
の
鳴
く
な
る
」
→
「
雁
ぞ
鳴
く
な
る
」）、
492
・
月
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
二
三
一
）、
493
・
月
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
二
三
二
）、
494
・
月
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
の
御
歌
の
中
に
・
五
〇
一
）、
498
・
秋
風
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
秋
風
を
・
二
五
三
）、
500
・
擣
衣
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
二
四
五
）。
〔
冬
〕　
505
・
時
雨
（
瓊
玉
集
・
冬
・
時
雨
を
・
二
七
八
。
続
古
今
集
・
冬
・
時
雨
と
い
ふ
こ
と
を
・
五
八
七
）、
507
・
霜
（
瓊
玉
集
・
冬
・
百
番
御
歌
合
に
、
霜
を
・
二
九
一
、
結
句
「
花
の
寒
け
さ
」
→
「
霜
の
寒
け
さ
」）、
508
・
冬
月
（
瓊
玉
集
・
冬
・
百
番
御
歌
合
に
、
同
じ
〔
冬
月
〕
心
を
・
二
九
九
）、
511
・
雪
（
瓊
玉
集
・
冬
・
百
首
御
歌
合
に
、
雪
を
・
三
〇
五
、
四
句
「
遠
方
野
辺
に
」
→
「
遠
方
人
に
」）、
512
・
歳
暮
（
瓊
玉
集
・
冬
・
歳
暮
・
三
一
七
、
四
句
「
年
の
越
ゆ
る
は
」
→
「
年
の
暮
る
る
は
」）。
〔
恋
〕　
513
・
忍
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
同
じ
〔
忍
恋
〕
心
を
・
三
二
九
。
続
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
五
五
・
忍
恋
の
心
を
。
題
林
愚
抄
・
恋
一
・
忍
恋
・
六
二
六
五
）、
514
・
見
恋
（
続
千
載
集
・
恋
二
・
題
し
ら
ず
・
一
二
四
四
、
四
句
「
見
て
は
か
ひ
な
き
」
→
「
見
て
は
か
ひ
な
く
」）、
516
・
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
不
逢
恋
を
・
三
五
三
。
続
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
恋
の
歌
と
て
・
七
七
七
）、
517
・
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
不
逢
恋
を
・
三
五
二
、
結
句
「
辛
さ
な
り
け
れ
」
→
「
初
め
な
り
け
れ
」）、
519
・
顕
恋
（
新
千
載
集
・
恋
一
・
同
じ
（
恋
歌
）
心
を
・
一
〇
六
四
。
題
林
愚
抄
・
恋
四
・
寄
涙
恋
・
同
（
新
千
）・
八
四
五
五
）、
522
・
別
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
百
首
御
歌
合
に
、
別
恋
・
三
六
六
）、
524
・
逢
不
逢
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
会
不
会
恋
・
三
八
三
）、
526
・
被
忘
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
被
忘
恋
・
四
〇
三
）、
528
・
恨
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
百
番
御
歌
合
に
、
恨
恋
・
四
〇
二
。
続
古
今
集
・
恋
四
・
恋
歌
の
中
に
・
一
三
〇
二
）、
530
・
春
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
春
恋
・
三
三
四
。
続
古
今
集
・
恋
一
・
忍
恋
の
心
を
・
九
六
四
。
題
林
愚
抄
・
恋
一
・
忍
恋
・
六
二
四
一
）、
533
・
寄
鳥
恋
（
続
千
載
集
・
恋
二
・
一
二
四
三
・
題
し
ら
ず
）、
538
・
名
所
恋
（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
名
所
恋
を
・
三
四
九
。
続
古
今
集
・
恋
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
二
七
二
・
名
所
恋
を
・
一
〇
七
七
。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
・
駿
河
国
・
富
士
篇
・
山
・
五
一
一
五
、
結
句
「
煙
な
り
と
も
」
→
「
煙
な
れ
ど
も
」）。
〔
雑
〕　
541
・
山
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
の
御
歌
合
に
、
山
を
・
四
四
七
）、
543
・
野
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
野
を
柳
葉
集
・
四
二
四
、
三
句
「
我
が
行
け
ば
」
→
「
わ
け
ゆ
け
ば
」）、
544
・
河
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
四
三
九
・
百
番
御
歌
合
に
、
河
を
、
四
句
「
清
き
流
れ
や
」
→
「
清
き
渚なか
れ
イや
」、
547
・
橋
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
同
じ
（
橋
）
心
を
・
四
四
三
）、
550
・
懐
旧
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
三
代
御
記
御
覧
ぜ
ら
れ
け
る
次
に
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
・
四
五
七
）、
552
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
述
懐
を
・
四
五
六
、
四
句
「
都
も
知
ら
ず
」
→
「
都
も
知
ら
ぬ
」）、
554
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
四
七
八
）、
556
・
述
懐
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
百
番
御
歌
合
に
・
四
八
八
）、
559
・
釈
教
（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
釈
教
を
・
四
一
九
）、
562
・
祝
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
百
首
御
歌
合
に
、
祝
の
心
を
・
五
〇
七
）。
小
計
44
首
。
⑨
文
永
元
年
十
月
百
首
春　
567
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
八
五
。
四
句
「
さ
き
の
を
す
そ
に
」
→
「
さ
き
の
を
す
ゑ
に
」）、
570
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
の
春
御
歌
・
五
四
）、
574
（
瓊
玉
集
・
春
下
・
文
永
元
年
百
首
に
・
九
〇
。
続
古
今
集
・
春
下
・
藤
花
を
よ
み
侍
り
け
る
・
一
七
〇
。
題
林
愚
抄
・
春
四
・
藤
・
一
四
六
一
）。
夏　
576
（
瓊
玉
集
・
夏
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
一
〇
八
、
結
句
「
初
音
鳴
く
ら
ん
」）、
581
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
の
中
に
・
一
五
二
）。
秋　
583
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
一
七
九
）、
584
（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
〇
四
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
五
）、
587
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
二
三
、
結
句
「
袖
濡
ら
す
ら
ん
」
→
「
袖
の
濡
二
八
る
ら
ん
」）、
590
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
六
五
）、
591
（
瓊
玉
集
・
秋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
二
六
九
）。
恋　
601
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
二
）、
602
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
三
）、
610
（
続
千
載
集
・
恋
に
・
題
し
ら
ず
・
一
一
五
九
。
題
林
愚
抄
・
恋
三
・
寄
紅
葉
恋
・
続
千
・
七
七
七
三
、
四
句
「
涙
の
色
の
」
→
「
袖
の
涙
の
」）、
612
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
四
）、
613
（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
文
永
元
年
十
月
御
百
首
に
・
三
七
五
、
三
句
「
枯
れ
葉
に
や
」
→
「
か
れ
は
に
て
」、
結
句
「
程
は
見
え
け
ん
」
→
「
ほ
ど
は
知
り
け
ん
」）。
雑　
618
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
に
・
五
〇
四
、
二
句
「
さ
ら
ぬ
別
れ
の
」
→
「
さ
ら
に
別
れ
の
」）、
619
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
の
中
に
・
四
七
七
）、
620
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
雑
御
歌
中
に
・
四
八
四
）、
625
（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
文
永
元
年
十
月
百
首
御
歌
に
・
五
〇
五
）。
小
計
19
首
。 
巻
五
⑩
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首 
春　
627
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
立
春
・
二
。
和
漢
兼
作
集
・
春
上
・
立
春
心
を
・
八
）、
632
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
子
日
・
四
）、
638
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
春
雪
・
一
一
）、
641
（
中
有
書
王
御
詠
・
春
・
梅
・
一
六
）、
643
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
梅
・
一
五
）、
651
（
中
書
王
御
詠
集
・
春
・
帰
雁
・
二
八
。
和
漢
兼
作
集
・
春
上
・
帰
雁
・
九
六
。
拾
遺
風
体
集
・
雑
・
帰
雁
・
三
五
八
。
新
続
古
今
集
・
雑
上
・
帰
雁
を
・
一
六
二
九
）、
658
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
名
所
花
・
三
三
）、
674
（
中
書
王
御
詠
・
春
・
河
上
落
花
・
四
六
）。
夏　
682
（
中
書
王
御
詠
・
夏
・
待
郭
公
・
五
四
）、
689
（
中
書
王
御
詠
・
夏
・
早
苗
・
六
三
、
結
句
「
早
苗
取
る
な
り
」
→
「
早
苗
取
る
ら
し
」）、
693
（
中
書
王
御
詠
・
夏
・
五
月
雨
・
六
四
、
二
句
「
三
上
の
山
に
」
→
「
三
上
の
嶽
に
」）、
698
（
中
書
王
御
詠
・
夏
・
納
『
柳
葉
和
歌
集
』
の
概
要
二
九
涼
・
七
九
）。 
秋　
703
（
中
書
王
御
詠
・
秋
・
七
夕
・
八
四
）、
707
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
百
首
歌
中
に
・
三
五
三
。
題
林
愚
抄
・
秋
一
・
秋
風
・
同
〔
続
古
〕・
三
二
〇
一
）、
711
（
中
書
王
御
詠
・
秋
・
萩
・
八
八
）、
719
（
続
千
載
集
・
秋
上
・
四
〇
五
、
四
句
「
あ
れ
ど
も
鹿
の
」）、
724
（
続
千
載
集
・
雜
上
・
秋
の
歌
中
に
・
一
七
三
六
、
初
句
「
あ
は
れ
と
も
」）、
732
（
中
書
王
御
詠
・
秋
・
海
辺
月
を
・
一
〇
五
）、
745
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
百
首
歌
中
に
・
三
七
八
）。
冬　
760
（
中
書
王
御
詠
・
冬
・
千
鳥
・
一
四
五
）。 
恋　
778
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
恋
の
歌
の
中
に
・
一
七
三
。
新
拾
遺
集
・
恋
三
・
題
し
ら
ず
・
一
一
三
二
）
787
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
恋
歌
・
一
七
七
、
初
句
「
山
の
井
の
」
→
「
山
の
井
や
」）、
789
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
恋
歌
・
一
七
八
）、
790
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
寄
月
恋
・
一
九
五
）、
795
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
寄
糸
恋
・
二
〇
七
）、
796
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
寄
鳥
恋
・
二
〇
五
）、
798
（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
寄
原
恋
・
二
〇
〇
）。
雑　
803
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
故
郷
・
二
四
九
）、
814
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
東
に
侍
り
し
時
よ
み
侍
り
し
・
二
五
〇
、
三
句
「
偲
ば
れ
て
」
→
「
慕
は
れ
て
」、
結
句
「
濡
る
る
袖
か
な
」
→
偲
ば
る
る
か
な
」。
改
作
か
）、
822
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
雑
の
歌
の
中
に
・
二
七
八
）、
826
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
雑
の
歌
の
中
に
・
二
七
六
）、
836
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
雑
歌
・
二
四
八
）、
837
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述
懐
・
三
一
二
、
結
句
「
頼
み
な
り
け
れ
」
→
「
た
め
し
な
り
け
れ
」）、
841
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述
懐
・
二
九
五
）、
847
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述
懐
・
三
〇
九
）、
848
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述
懐
・
三
一
〇
）、
849
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
山
家
・
二
五
五
）。
小
計
36
首
。 
総
計
260
首
。
